
北広島市地域公共交通網形成計画に係る基本方針（たたき台）

１．北広島市における各地区の概況

☑人口減少と高齢化は今後も継続する見通し
☑生産年齢人口の減少が著しい

☑周辺自治体と比較し、北広島市民の自動車
保有状況は高い傾向

地区名 概況

東部地区 文教施設、公共機関、金融機関等
が集積する市の中心的な地区

北広島
団地地区

緑が豊かでゆとりある住環境を備
えた住宅団地地区

大曲地区 札幌市や新千歳空港などを結ぶ要
衝であり、大型商業施設の立地な
ど、商業の中心的な地区

西部地区 広域幹線道路が通っており、交通
の利便性を活かした北広島輪厚工
業団地が整備された地区

西の里
地区

社会福祉施設が集中しており、計
画的に住宅地が形成された地区

☑市街地が分散しており、各地区の特色を活かした公共交通網の構築が必要

▼市内の交通空白地域の改善

２．現状から整理する地域公共交通に係る問題点・課題

☑各地区市街化区域でも交通空白地域が存在

▼市内地区間移動の利便性向上

路線名 便数

①北広島団地線 128便

②広島線 57便

③千歳線 42便

④柏葉台団地線 91便

⑤上野幌循環通線 27便

⑥大谷地・柏葉台線 60便

⑦美しが丘線 102便

⑧大曲光線 26便

⑨真栄団地線 81便

⑩北広島・三井アウトレット
パーク線

6便

⑪三井アウトレットパーク線 6便

⑫北広島線 22便

⑬⾧沼線 42便

⑭南幌線 20便

⑮共栄線 14便

⑯虹ヶ丘線 4便

⑰虹ヶ丘線（循環） 13便

⑱新さっぽろ大曲線 35便

18路線 776便

※北広島団地地区について

住区名 特徴

第１住区 北広島団地地区内で最もＪＲ北広島駅
に近く、路線バスの利用率が最も低い
住区

第２住区 第１住区に次いで、ＪＲ北広島駅に近
い住区ではあるが、比較的路線バスを
利用している住区

第３住区 北広島団地地区内で最もＪＲ北広島駅
から離れた住区であり、路線バスの利
用率が最も高い住区

第４住区 第３住区同様、ＪＲ北広島駅から離れ
た住区であり、路線バスの利用率も高
い住区

☑北広島団地地区は、各住区で特徴が大きく異なるため、それらを考慮した計画検討が必要

▼市内路線バス利用者の減少

☑市内を運行するバス路線が集約している北広島駅においては、市内全地区からアクセス可能
☑その他地区間については、北広島駅もしくは札幌市内での乗り継ぎが必要

☑市内を運行するバス路線の利用者は、
平成26年度までは減少傾向

☑一方で、平成27年度からは、利用者
数が増加傾向
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地区名

市街化
区域の
人口
（人）

市街化区域
における

バスカバー圏
人口（人）

市街化区域
における
バス停勢力
圏人口割合

東部地区 12,641 11,375 90.0％

北広島団地地区 14,466 12,453 86.1％

大曲地区 14,711 9,825 66.8％

西部地区 2,592 1,994 76.9％

西の里地区 4,592 3,373 73.5％

全体 49,002 39,020 79.6％

北広島市

夜間急病センター

東光ストア北広島店第1住区集会所

いこーよ

広葉クリニック

第4住区集会所

第3住区集会所

北広島団地住民センター

第2住区集会所

高台内科クリニック

さいとうクリニック

やまと皮膚科クリニック

北進内科胃腸科クリニック

北広島眼科医院

ショッピング北広

駅前店

コープさっぽろ
エルフィン店

北広島駅
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【バス路線があったら行きたい地区】

n=2883
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北広島市地域公共交通網形成計画に係る基本方針（たたき台）

３．各種調査結果から整理する地域公共交通に係る問題点・課題

☑回答者全体の約半数が「利用したい時間にバスがない」ことで困っていると回答
☑一方で、困っていることが改善された場合、「増える」の回答が約５割
☑バス停が自宅から5分圏内にあるにも関わらず、バスをめったに利用しない方についても、
同様の傾向があり、改善された場合、約５割の回答者が利用頻度が増加すると回答

▼利用者ニーズに即したバスサービス水準及び周知方法の検討

▼まちづくりと連携した路線バス運行内容の見直し

☑バス路線があれば行きたい地区として、「北広島団地地区」及び「大曲地区」へのニーズ
が高く、その際の施設種別は、「商業施設」や「交流施設」が多い

☑移動に活用したい公共交通としては、既存バス路線の利便性を高める他、「地域をきめ細か
く運行するバス路線」も求められている（外出頻度の変化は「増加する」が約２割）

◆深夜までの運行時間延⾧・運行便数及び日中における運行便数の検討

☑帰宅時のバスの運行状況が帰宅交通手段の選択に与える影響について、「最終バス
の運行時間帯」及び「帰宅時のバスの運行頻度」、「バスとＪＲ・地下鉄との乗り
継ぎの待ち時間」の影響度合いが大きい。
☑最終バスの運行時間帯に着目し、回答者の帰宅時間を分析した結果、19時以降にお
いて、「かなり影響がある」の割合が「影響がある」の割合を上回る傾向にある

☑帰宅時のバス運行頻度に着目した場合、買い物や通院などの生活交通においては、
10時から12時に影響度合いが大きくなる傾向にある

帰宅時の
バスの
運行頻度
に着目

▼市内地区間における移動ニーズに合わせた公共交通網の構築

☑バス路線で行きたい施設として、最も回答が多い「商業施設（買い物目的）」に着目し、現
状の移動状況とニーズの乖離を分析した結果、商業施設が集積している「大曲地区」へのア
クセス要望が多い

☑「大曲地区」へのアクセス路線を整理したところ、最もニーズが多い「西の里地区-大曲地
区」間については、直接アクセスすることができず、移動実態とニーズに大きな乖離が発生

３-1 住民アンケート調査結果
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北広島市地域公共交通網形成計画に係る基本方針（たたき台）

３-２ バス乗降調査結果

▼路線バスとＪＲにおける乗継改善の検討

【ＪＲ（北広島駅）から各方面へのバスに乗り継ぐ際の待ち時間】

【各方面のバスからＪＲ（北広島駅）へ乗り継ぐ際の待ち時間】

▼バス路線及び運行時間重複の改善検討

【例）北広島駅⇒東共栄（東部地区）方面（一部抜粋）】

事業者名 HCB JHB HCB HCB HCB HCB HCB JHB HCB HCB HCB

番号 広島 広36 広島 － 広島 広島 － 大34 － 広島 －

北広島駅（西口） 7:20 7:50 7:53 7:55 8:15 8:16 8:43 8:45 8:45

↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

北広島駅（東口） ↓ 7:45 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 8:30 ↓ ↓ ↓
（JHB:稲穂経由） ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

東共栄 7:25 7:51 7:55 7:58 8:00 8:20 8:21 8:36 8:48 8:50 8:50

東部中学校入口 7:26 7:52 7:56 7:59 8:01 8:21 8:22 8:37 8:49 8:51 8:51

東共栄２丁目 ↓ 7:52 ↓ 7:59 ↓ ↓ 8:22 8:37 8:49 ↓ 8:51

☑市内を運行するバス路線について、一部バス路線が競合している区間が発生
☑運行時間帯を整理した結果、同運行区間を近い時間帯で運行している便もあり、時間帯重複
も発生

３-３ ＪＲ駅利用状況に関するアンケート調査結果
▼ＪＲ駅へのアクセス交通の検討
【移動状況】

☑ＪＲ駅へのアクセス交通は「徒歩」が大多数を占めるが、約１割づつの割合で自動車（運転）
及び（送迎）が存在しており、これら回答者の7割以上は、自宅から5分圏内にバス停が存在

☑自動車ユーザーの不満項目を分析すると、「バスの運行本数」や「バスの終発時間」などの不
満が高く、特に上野幌駅においては、「駅改札とバス停までの距離」なども不満が高い

☑一方、不満項目が改善された場合、自動車ユーザーは回答者全体平均よりも高い割合でバス路
線を利用する機会が「増える」と回答

【不満が改善された場合の利用頻度の変化】

【徒歩圏内のバス停の有無】

【利用者の満足度-自動車（自ら運転・送迎）に着目】
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☑路線バスとＪＲの乗継状況を整理した結果、北広島団地線や広島線などが運行している「北
広島団地地区（山手町方面）」において、路線バスとＪＲの乗継待ち時間が「15分以上」の
割合が比較的高く、乗り継ぎの利便性向上が必要である
☑「東部地区（東部方面）」は、ＪＲから路線バスの乗継待ち時間が「15分以上」と高くなっ
ており、往路と復路でサービスレベルに差が生じている

３



北広島市地域公共交通網形成計画に係る基本方針（たたき台）

４．北広島市地域公共交通網形成計画に係る基本方針（たたき台）

基本方針１ 団地内における生活交通を支援する
新たな運行形態の構築

☑北広島団地地区における各住区の特徴を考慮した運行計画の検討
☑市内で最も進行している高齢化に対して、公共交通計画の観点からの支
援策を検討

⇒第3,4住区に対するきめ細かいサービスなど
☑買い物や通院などで移動する日中時間帯（10～12時頃）における運行
頻度などバスサービス水準の検討

⇒オフピーク時の運行間隔の見直しなど
☑北広島団地地区における商業施設の他、地区会館など交流施設までアク
セスする新たな路線の検討

⇒公共交通の充実による買い物行動の支援、交流機会の創出

基本方針２ 市民ニーズに即した市内の地区間を結ぶ
公共交通網の充実

☑市内を運行するバス路線が集約している北広島駅においては、市内全地
区からアクセス可能である一方、西の里と大曲・西部の移動は、北広島
駅もしくは札幌市内での乗継が必要であり、西の里地区に係る公共交通
のあり方を検討することが必要

☑夜間時間帯（19時以降）における利用ニーズに即したバスサービス
水準の検討

⇒JR・地下鉄の乗り継ぎを考慮した運行頻度・時間帯等の検討
☑商業施設が集積している「大曲地区」への各地区からの公共交通網の
検討

☑北広島駅への重複路線の再編・重複時間帯解消に向けたバスダイヤの
見直し検討

☑各地区と北広島駅・上野幌駅間におけるシームレス化の検討
⇒乗り継ぎ時間の効率化など

基本方針３ 交通空白・不便地域における新たな交通体系の導入

☑市街化区域において最も広く交通空白地域が存在している「大曲地区」
や、幹線を中心にバス路線が運行しており、居住地に交通空白地域が存
在している「西の里地区」において、地域内をきめ細かく運行するバス
路線の導入を検討

☑郊外部における公共交通のあり方の検討

基本方針４ 公共交通を利用しやすい環境づくりに資する
利用促進策の展開

☑市民の公共交通に対する意識醸成を目的とした、学校教育の継続実施や
出前講座の開催など、公共交通の賢い使い方を学ぶ（モビリティ・マネ
ジメント）機会の検討

☑市民にバス運行情報を提供するなど、バス路線の利用機会増加につなが
る利用促進策の実施・検討

⇒運賃体系や買物割引、広報資料の作成・配布、地域説明会開催などの検討

▼地域公共交通網形成計画に係る施策（素案）

４

北広島団地地区におけるバス運行内容の見直し

北広島市における公共交通網の再構築に向けた方向性

需要の高い地区間移動を支援するバス路線網の検討

市民の帰宅交通を支援するバスサービス水準の検討

市民の公共交通に対する意識の醸成

まちづくりと連携したバス路線網の再構築

市内における交通空白地域の改善

ＪＲ駅におけるＪＲとバス路線とのシームレス化

バス交通を利用しやすい環境づくり

【参考】第２回 北広島市地域公共交通活性化協議会専門部会で議論した方向性


